
ヒノヒカリの二段施肥田植機による全量１回施肥技術

[要約］ ヒノ ヒ カ リ 栽培で、二段施肥田植機を使用した全量-1-回迩胆鐘倣は、施肥

の省力化技術として実用性がある。深層に鐘勤進肥魁、側条（上層）に化成肥料を用

い、側条（上層）と深層に１：１の割合で施用することで全量側条施肥と同等の収量

･品質が得られる。
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［背景・ねらい］

水稲の側条施肥栽培は、基肥施用の省力化が可能であるが追肥の施用が必要である。こ

の追肥作業を省略する目的で開発された二段施肥田植機は、粒状肥料用とペースト肥料用

の２つのタイプがあり、これらの田植機を使用した施肥法を明らかにする。

［成果の内容・特徴］

①二段施肥田植機の施肥誤差は、粒状肥料用、ペースト肥料用とも設定値の10％以内であ

り、実用上の問題はない（データ略）。

②粒状肥料を用いた二段施肥では、側条に化成肥料、深層に緩効性肥料（LPSS100）を用い

る。側条施肥栽培の窒素全量を側条と深層に１：１の割合で施用する全量基肥１回施肥法

は側条施肥と同等の収量・品質が得られる（表１）。

③ペースト肥料を用いた二段施肥でも、側条にペースト肥料、深層に緩効性ペースト肥料

を用いる。粒状肥料を用いる場合と同様に窒素全量を側条と深層に１８１の割合で施用す

る全量基肥１回施肥法は側条施肥と同等の収量・品質が得られる（表２）。

［成果の活用面・留意点］

①水稲栽培技術指針に登載し、北部九州水田地帯における水稲の省力施肥技術として活用

する。

②緩効性肥料の施用法は品種により異なるので中生品種に対して適用する。
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①収量は対照区のみ実数、他は対照区に対する比率で示す。
②施肥法は、基肥（側条／深層）＋穂肥Ｉ＋穂肥Ⅱ
③肥料：側条は、燐加安２６４号（１２－１６－１４)、深層は、ＬＰＳＳ１００（２４－０－２４)、
深層の＊印のみ燐加安２６４号、穂肥はすべてＮＫ化成２号（１６－０－１６）

④検査等級は、１上（１）～３下（９）で示す。
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北部九州における水稲二段施肥の適応性、九農研、
第５５号（投稿中）
平成２～４年度農産研究所夏作試験成績概要書

注）①②表１と同じ。
③肥料：側条はネオヘ・－スト１号（１２－１２－１２）、深層は緩効性へ．－ストＳＲ－２０２

（１２－１０－１２)、深層の＊印のみネオヘ．－スト１号、
穂肥はすべてＮＫ化成２号（１６－０－１６）

④表１と同じ。
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